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　令和６年３月１日に、「よしか病院・よしか介護医療院」の開院記念式典をよしか病院にて開催

しました。

　岩本町長の式辞、木谷光博院長の挨拶に続き、病院の概要についての説明、病院設立にご協力

いただいた方々への感謝状贈呈等が行われました。

　これまで、町は住民の皆様のご支援やご協力はもとより、木谷光博医療介護統括管理者の助言・

指導のもと、益田赤十字病院、医療法人橘井堂津和野共存病院との連携により、公設民営等によ

る病院運営の開始に向けて協議検討を行って参りました。その結果、新たに「よしか病院」の開

設を実現することができました。よしか病院は、医療法人カタクリ会が指定管理者となり運営を

行います。

　将来にわたって持続可能な病院運営を行うため、２月２９日まで運

営していた六日市病院から外来診療科目や夜間救急対応の見直しなど、

提供する医療サービスの内容が一部変更となりますが、住民の皆様に

はご理解とご協力をいただくようお願いいたします。

　今後も住民の皆様が健康で安心して暮らし続けることができるよう、

町・医療法人カタクリ会が連携し地域の医療介護の確保に向け取り組んで参ります。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

よしか病院・よしか介護医療院開設

一、吉賀町において医療・介護を継続します。

一、医療圏における連携を強化していきます。

一、法令を遵守し、オープンな医療活動を通じて、町民から信頼される法人を目指します。

医療法人カタクリ会　社是

　令和６年２月に「吉賀町の地域と医療をつなぐ会」が設立されました。設立時点の会員数は６名、

会長は土田裕久さんが務められます。この会は、住民が主体となり「地域医療について学び、守

り育てるための取り組みを行うこと」、「住民と医療・福祉・行政をつなげ、いつまでも健康で住

み続けるための対話の場をつくること」を目的とし活動します。

　具体的な取り組みとして、地域医療の現状やよしか病院の運営について理解を深めるための講

演会の開催や、定期的な会報誌等の発行による情報発信、医療従事者との交流会など企画してい

きたいとのことです。

　会長の土田さんは、「医師をはじめ町の医療に携わる方々に対しては、いつも心から感謝してい

ます。これからの吉賀町は、医療従事者をいかに確保していくかが重要となります。そのために

は、公的な確保対策だけでなく、私たち地域住民が、医療機関で働く人たちとのコミュニケーショ

ンを密にし、感謝の気持ちを伝えていくことが大切です。こうした考えを第一に、『吉賀町の地域

と医療をつなぐ会』として、地域医療への理解を深め、守り支えていく活動に取り組んでいきた

いと思います」と話していました。

「吉賀町の地域と医療をつなぐ会」の設立　
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

令和６年３月着任の常勤医師の紹介

【氏名】佐々木　弥生

【診療科】総合診療科

【前任地】

医療法人徳洲会　湘南鎌倉総合病院

【趣味】旅行

【メッセージ】

みなさまこんにちは。吉賀町生まれの佐々木弥生です。こ

の度、縁あってこちらで働くことになりました、よろしく

お願いいたします。吉賀町の『持続可能な医療のカタチ』の”

構築”を目指して微力ならが尽力できればと思っておりま

す。心がけていることは「患者さんが不安なく過ごせるこ

と」です。

【氏名】都野　公一

【診療科】総合診療科

【前任地】済生会湯田温泉病院

【趣味】

生物飼育（犬、昆虫、亀、魚類）

【メッセージ】

３月より、よしか病院に赴任しました。 

専門は高齢者医療です。地域医療の充実を信条にして

頑張りますので、よろしくお願いいたします。 

漢方薬の処方を積極的に行いますので、身体の不具合

等がございましたらご相談ください。

【氏名】井垣　浩一

【診療科】歯科口腔外科

【前任地】社会医療法人石州会　六日市病院

【趣味】ネコと戯れること

【メッセージ】

地域住民の皆様に愛される歯科診療室を目指し、日々研鑽に励む所存でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

【役職・氏名】院長・木谷　光博

【診療科】総合診療科

【前任地】

医療法人橘井堂　津和野共存病院

【趣味】読書・映画鑑賞

【メッセージ】

医療介護は、地域を支える重要な役割を担っており、

病院は地域にとって不可欠なものです。地域の誰から

も感謝される病院になれるよう取り組みます。そのた

め職員全員で力を出し合い・助け合うことで、この厳

しい状況を乗り越えて参ります。よろしくお願いしま

す。

【役職・氏名】副院長・安　浩義

【診療科】総合診療科

【前任地】

社会医療法人石州会　六日市病院

【趣味】家で静かに過ごすことが好きです

【メッセージ】

２０２４年３月１日よりよしか病院はスタートしました。

よしか病院は地域の方が最期までこの地で生活する事を支

えるコミュニティホスピタルとして、地域医療に貢献いく

ことを目標としており、病院にとどまらず地域の中での活

動にも取り組んでいきます。そのために、自身もさらに研

鑽を積み、新たに赴任する医師や、この地域に残ることを

選択した他の職員とともに成長していきたいと思っていま

す。よろしくお願い致します。
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について

　縦覧は、土地又は家屋を所有される方に町内の土地又は家屋の価格などを記載した「縦覧帳簿」

をご覧いただき、ご自分の土地又は家屋の価格とほかの土地又は家屋の価格を比較することを

通じて価格が適正であるか判断していただくための制度です。

　なお、縦覧帳簿に記載がある土地及び家屋のうち、ご自分が所有されていない土地及び家屋

の評価内容については、地方税法に定められている守秘義務及びプライバシー保護の観点から、

ご説明することはできません。

縦覧帳簿による縦覧

期間
４月１日～５月３１日　※　土・日・祝除く

（固定資産税第１期の納期限までの間）

場所 吉賀町役場 税務住民課

縦覧できる方 納税者、相続人など、固定資産の課税に対して直接関係を有する方

縦覧できる内容

土地…所在、地番、地目、地積、価格

家屋…所在、家屋番号、種類（用途）、構造、床面積、価格

※土地のみを所有されている方は土地価格等縦覧帳簿のみ、家屋のみ

を所有されている方は家屋価格等縦覧帳簿のみの縦覧しかできません。

必要なもの

本人確認ができるもの（マイナンバーカード、運転免許証等）または

納税通知書

※縦覧帳簿をご覧いただく際には、納税通知書などにより、納税者で

あることを確認させていただいています。

手数料 無料

　また、縦覧期間中は所有している固定資産（土地・家屋・償却資産）の課税台帳の閲覧として、

名寄帳の写しを無料で交付します。

～　固定資産税について不服がある場合　～

　固定資産の評価額に疑問・不服がある場合、納税通知書交付後３カ月以内に、吉賀町固定資

産評価審査委員会に対して審査の申し出をすることができます。

お問い合わせ先

吉賀町役場　税務住民課

ＴＥＬ：(０８５６)７７-１１１３
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

ＡＬＳＯＫ山陰株式会社と吉賀町

災害時における避難所等の運営支援に関する協定締結式

　２月２０日（火）に役場本庁舎において、ＡＬＳＯＫ山陰株式会社と吉賀町が災害時における避

難所等の運営支援に関する協定を山陰両県の自治体で初めて締結しました。

　この協定は、自然災害で長期にわたり避難所を開設する必要がある場合に、町から同社に人員派

遣要請を行い避難所の警備や運営支援などの業務支援を受ける内容となります。

　岩本町長から「能登半島地震では、被災した職員も対応せざるを得ない状況があると聞き、大規

模災害時には、職員だけの対応では困難となり、多くのマンパワーが必要であり、住民の安心安全

を確保するため、協定は力強い支えになる」と述べました。

　ＡＬＳＯＫ山陰の髙橋二郎代表取締役社長から「災害時に町民が安心安全に避難所で過ごすこと

が可能となるよう協力したい」と述べられました。　　

　今後は、町主催の防災訓練にも参加されることが予定され、より一層連携を図り、災害時に備え

たいと思います。

　令和６年能登半島地震について、被災した自治体の復旧・復興を支援するため本町から派遣した

職員が帰町し、２月２０日（火）、その活動が岩本町長へ報告されました。

　派遣した職員は、吉川健児主任（産業課）で、２月１３日から１９日までの間、島根県や県内自

治体の職員とともに、主として石川県金沢市での住家の被害認定調査を行いました。

　吉川主任から「家屋の被害調査では、罹災・被災証明の

発行申請のあったお宅を訪問し、その被害状況をタブレッ

トに入力していくというものです。金沢市職員 1人と島根

県からの派遣職員２人の３人が１チームとなり、１日１０

件程度の調査を行いました。調査をしながらも、吉賀町で

発生したら一体どうなるのか？と考える毎日でした。」と

の報告があり、岩本町長からは「貴重な経験でもあったと

思います。その経験を職員全体で共有させていただきます。

大変お疲れ様でした。」と労いの言葉が贈られました。

能登半島地震に対する職員派遣
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　狂犬病ってなに？どのように感染するの？

　狂犬病は全ての哺乳類に感染することで知られており、もちろん人も例外ではありませ

ん。人も動物も発症すると、ほぼ１００％死亡する恐ろしい病気です。主に狂犬病に感染

した動物に咬まれ、唾液中に排出されるウイルスが傷口から体内に侵入することにより人

に感染します。

　犬を飼うにあたって何をしないといけないの？

　生後９１日以上の犬を飼い始めたら３０日内に、町に犬の登録をし、鑑札の交付を受け

るとともに、狂犬病の予防注射を犬に受けさせ、注射済票の交付を受けなければなりませ

ん。また、交付された鑑札と注射済票は、犬に装着しけなければなりません。

　日本国内には狂犬病の発生はありませんが、近隣諸国では狂犬病がまん延しており、日

本への侵入リスクは皆無ではありません。犬の飼い主の方は、社会に対する責務として、

犬の登録と年１回の狂犬病の予防注射を必ず行ってください。

　　飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせましょう！

　毎年４月から６月は狂犬病予防月間です。「狂犬病予防法」では、狂犬病のまん延を防止する

ため、犬の飼い主に、登録・狂犬病予防注射の実施と、犬鑑札・注射済票の装着を義務付けてい

ます。また、今年２月、群馬県で小学生を含む１２人にかみついてけがをさせた犬について、飼

い主が犬の登録をせず、年１回の予防注射を受けさせていなかったことがわかり、大きな問題と

なりました。

環境情報

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

　狂犬病予防集合注射を実施します！

　吉賀町では、４月２４日 ( 水 )、２５日 ( 木 )、２６日 ( 金 ) の３日

間で狂犬病予防集合注射を実施します。日時・場所については、今月の「広

報よしかお知らせ版」に掲載していますので、飼い主の方はご確認をお

願いします。

　どのくらい人が狂犬病に感染してるの？

　世界保健機構（ＷＨＯ）の推計によると、世界では年間におおよそ５万５千人の人が亡

くなっています。日本国内では、昭和３２年以降の発生はありませんが、海外で犬に咬ま

れた方が、帰国後に発症し亡くなられた例もあります。

（１９７０年：１人、２００６年：２人、２０２０年：１人）
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

　　　　　◇　料金審議会について　◇

　先日、かねてよりご案内してまいりました水道料金の審議会を開催いたしました。この審議会

とは、町内にお住まいの方に委員を担っていただき、水道料金についてのご審議を行っていただ

くものです。

　当面は水道料金についてのご審議を頂き、その後は引き続いて下水道使用料についても審議を

行う予定となっております。

　この度は平成１９年度以来の開催となり、合併して２回目となっております。

◇審議会委員さんのご紹介◇

　委員を担っていただきましたのは、次の６名の方となります（五十音順）。

　岩上　武史　さん　　　水津　一盛　さん　　　田村　正人　さん 　

　光長　勉　　さん　　　山吹　薫　　さん　　　山脇　裕子　さん 　

　町内の各地区や事業者等から担っていただいております。

　委員の方々の話し合いにより、会長は山吹さん、副会長は田村さんとなっております。

◇今回の議事◇

　今回、委員の方々に意見を求めた内容は５点です。

　水道料金については料金水準と改定時期の２点となっております。

　下水道使用料では料金体系と水準、改定時期の３点となっております。

　左の写真は諮問書交付の様子です。

　その後、事務局からは令和４年度の決算書を元に、水道事業の現在の運営状況を説明いたしま

した。その時の様子は右の写真のとおりです。

　また、配布資料や議事録につきましては原則公開するということで、町のホームページに掲載

をいたしております。ホームページ内での場所は次のとおりとなっております。

吉賀町ホームページトップ > 暮らし > 生活環境・衛生 > 上水道の「水道料金審議会」

※スマートフォン等をお持ちの方は右下の二次元バーコードをご活用ください。

◇今後の見通し◇

　次回以降の審議会では水道を取り巻く県内の状況、水道の今後の計画の２点を

事務局より説明をさせていただき、料金改定についての具体的な審議に入ってい

く予定としています。

上下水道コラム

（通信料等は個人の

負担になります）
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健診・検診を受けましょう健康コーナー

保健だより
健康・食育・予防

４０歳以上のみなさまへ

『健康診断の受診意向調査』を行います。

　４月初旬に、水色の角２封筒で、世帯ごとに送付します。

　受診を希望する健診・検診について、調査票に記入し、４月２１日（水）（当日消印有効）
までにご提出をお願いします。

　〈どうして特定健診・がん検診を受けることが大切なの？〉

自覚症状が現れにくい、そんな病気は少なくありません。

だからこそ、定期的な健診と検診で健康状態をしっかりチェック！

自分の体をしっかり知るのが健康維持の第一歩です。

〇特定健診、がん検診（胃・肺・子宮・乳・前立腺）も、例年通り実施します。

　特定健診・大腸がん検診は全年齢無料です！

　各種がん検診も個人で受けるより断然お得にご受診いただけます。

　健康づくりに欠かせない習慣として、定期的に健診・検診を受けましょう！

勤務先で健診受診を予定されている“国民健康保険加入者の方”へ

　職場の健診を受診されるため、町の特定健診は受けないという方は、その旨を役場保健

福祉課までお知らせいただけると大変喜びます。また、受診された健診の結果表のコピー

を役場保健福祉課へご提供いただくと、国保の特定健診を受診された扱いとなり、町が実

施している保健指導や栄養相談などを無料でご利用いただくことができます。そして、間

接的ではありますが、皆様の国保保険料の増加抑制にもつながります。皆様のご理解・ご

協力をお願いいたします。

健診・検診に関するお問い合わせ先　

役場保健福祉課（電話７７－１１６５）
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー
食

育
「私たちの健康は私たちの手で」

郷土料理に挑戦！
今年も

　今年度も、食生活改善推進員と吉賀町に伝わる郷土料理の調理実習を町内小学校、中学校、高

校で開催しました。

　吉賀町に伝わる郷土料理にまつわるいわれについても知らない子ども達も多く、いわれについ

てもお話しをしながら調理実習を行いました。

　最近は角寿司を各家庭で作ることはめったになく、食べたことはあっても実際に作ったことは

ない子どもたちがほとんどです。寿司の型に押して作るところを初めて経験する子どもたちも多

くいました。また、多くの伝承料理が時間をかけ、丁寧に作られていること、家の人の毎日の食

事作りの苦労を知ったなど、作るだけではなく、経験したことからいろいろなことを想像してい

る様子に驚きました。

　小中高生とも地域の食生活改善推進員さんと楽しくコミュニケーションをとりながら調理実習

をしていました。普段できない体験に悪戦苦闘しながらも、食生活改善推進員さんに教えていた

だき、一生懸命取り組んでいました。

～自分たちの作ったお米で角寿司を作った小学生の感想～

〇店で作ってある角寿司は食べたことがあるけど、自分で作った角寿司は頑張りがいがあっ

たから店で買ったやつより自分で作った角寿司はもっと美味しく感じられたからよかったで

す。にごみも初めて作ってみてけっこう手順があったから大変だったけど最後には美味しく

食べられたから嬉しかったです。

〇自分達で育てたお米で角寿司が作れてすごくおいしかったです。私は、主ににごみ担当だっ

たけど上手に作れました。お米が吉賀町で金賞と聞いてびっくりしました。

～中学生の感想～

〇郷土料理を食べたことはあっても実際に作ったことはなかったので、今回食改さんと一緒

に楽しく作ることができてよかったです。これから進学するにつれて地域との関わりが少な

くなると思うので、これまで体験してきたことを忘れずに大切にしたいと思いました。

〇いのししの大根煮はじっくり煮て大根の色が変わるのを待っている時、とても良い時間で

した。いつもは、人のために料理をする事は少ないのでとても素敵な時間を過ごせたと思い

ました。他の班の方々が作った料理もとてもおいしくて最高でした。

保育園から中学校までたくさんの行事でお世話になり、感謝でいっぱいです。ありがとうご

ざいました。

○私は今まで吉賀町の郷土料理は何があるのか知らなかったので、今日の実習で知ることが

できて良かったです。意外と家や学校で気付かないうちに郷土料理を食べていて身近にある

んだなぁと思いました。今日の実習はとても楽しかったですが、それと同じくらい疲れまし

た。親が毎日料理をしてくれることは簡単なことではないと気づきました。

○郷土料理はとても見映えが良く、栄養をとるのに適したかみごたえのある料理だというこ

とに気づきました。今回郷土料理をつくってみて、見た目はとてもシンプルなのに、すごく

手の込んだ調理だったということを覚えています。よりいっそう食べ物や調理してくださる

方に感謝して、これからも食事を頂きたいと思います。
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～高校生の感想～

○今まで郷土料理は家で何度も食べたことがあり、何個かは作ったこともありました。だけ

ど、１人では作ったことがないので今日作った経験を活かして自炊をしたいと思います。１

人暮らしになっても、食生活には気を付けて健康に過ごせるように頑張りたいです。

○地域の方と一緒になって料理をすることで、吉賀町ってやっぱりいいなと思えた日でした。

進学で地元を離れるけど、故郷の味を覚えて生活していきたいです。

○家族は郷土料理の作り方を知っているが、自分は作ったことがないし知らなかったので、

今回の体験は新鮮で面白かったです。食改さんの皆さんも優しく教えて下さったので、良い

機会をお互いに築くことができたと思います。

　今回郷土料理調理実習を実施した６２人に「今日料理したものの中で今まで一品でも食べた

経験があるか」どうか」についてアンケートを実施しました。

　郷土料理を今まで食べたことがあると答えた子どもが８割いるという結果となりました。い

きいき２１吉賀町健康づくりの食の環境づくりの目標の中で「家庭で地域の伝統食や行事食を

食べたことがある子どもが増える」という項目があります。Ｒ１４までに達成するべき目標値

は７０％です。吉賀町の魅力の一つは「食」です。おいしい素材や素材を生かす調理法や工夫

がたくさんあります。それらは吉賀町の無形の財産です。この財産である食文化を未来につな

げていきましょう。

食育コーナー 「私たちの健康は私たちの手で」
食

育

保健だより
健康・食育・予防
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柿
木
小
学
校

柿
木
中
学
校

吉
賀
中
学
校

吉
賀
高
校

食育コーナー 「私たちの健康は私たちの手で」

保健だより
健康・食育・予防
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　吉賀町産米のＰＲと生産者の意欲向上を図ることを目的に、優れた生産者を表彰し、全国大会へ

出品するため、吉賀町米食味選手権及び吉賀町選抜を実施しています。

　表彰の要件は食味値８０点以上かつ整粒歩合７５点以上の検体を出品した生産者、生産者組織を

優秀賞とし、そのうち食味値上位５名を金賞としました。今年度の結果は、以下のとおりとなりま

した。

　また、整粒度７５点以上かつ食味値８５点以上の検体を吉賀町選抜として、第２５回米・食味分

析鑑定コンクール：国際大会へ出品したところ、金賞受賞の渡邊周治さんが都道府県選抜代表お米

選手権特別優秀賞を受賞しました。米・食味分析鑑定コンクール：国際大会での吉賀町の受賞は第

１８回大会から８大会連続の受賞となりました。

　吉賀町米食味選手権及び吉賀町選抜は来年度も引き続き実施予定で、生産者の米作りへの意欲向

上、良食味産地としてのＰＲを行っていきますので、より多くの生産者の方の出品をお待ちしてい

ます。

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

吉賀町米食味選手権結果発表及び

米のコンクール受賞報告

金賞 渡邊　周治 個人

金賞 長谷川　慎 個人

金賞 村上　一郎 個人

金賞 柿木小学校 組織

金賞 助はんどうの会 組織

優秀賞 桑原　達典 個人

優秀賞 吉賀米推進協議会 組織
渡邊周治さん

コンクール受賞の様子

　令和６年２月２９日来年度用の卓上カレンダーのお披露目会

を吉賀高等学校で開催しました。今回で５作目となるカレンダー

は、吉賀高校３年生の谷上こころさんと吉賀高校３年生の協力を

得て作成しました。内容は、吉賀高校生がアントレプレナーシッ

プ教育の活動で作成したウエブサイト「ART　MEETS　YOSHIKA」

内の吉賀高校の生徒から募集した「私の好きな吉賀の風景」の

写真とコメントが基本となっていますが、今回カレンダーの制

作にあたり表紙の作成や新たに写真やコメントを集めてもらっ

たものもあります。谷上さんは、「このカレンダーが出身者の方

の手元に届き、吉賀町を思い出していただいて、元気になって

欲しいと思います」と思いを語ってくれました。

　主な配布先は、出身者会やふるさと応援団などで、役場のホー

ムページや庁舎カウンターなどにも展示してありますのでぜひ

ごらんください。

吉賀町卓上カレンダーが完成！
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　吉賀高校支援室では、毎年１月に町内の中学３年生の進路希望調査を実施しています。今年度最

後の支援室だよりでは、その結果についてお伝えします。

　資料１は、吉賀等校を進学希望校にしたかどうかを質問した結果です。例年、６割前後の生徒が

吉賀高校進学を希望していますが、今年度は４割にとどまる結果となりました。

　資料２は、希望した理由を選択肢の中から回答してもらった結果です。（複数回答可）今年度は、

例年と同じく「自宅から高校に通いたかった」を選択した生徒が多かった一方、昨年度多かった「中

高一貫教育の特別選抜が受験できるから」「高校の総合的な学習内容に興味があったから」を選択

する生徒が大きく減少しました。また、昨年度いなかった「ほかに特に行きたいと思える学校がな

かったから」を選択する生徒が過年度と比較しても多く見られました。

　資料３は、吉賀高校を希望しなかった理由を選択肢の中から回答してもらった結果です。（複数

回答可）今年度、一番多かった理由は「自宅を出て寮生活をしてみたかったから」であり、半数以

上の生徒が選択していました。そのほかの理由は、過年度と大きな変化は見られませんでした。

　例年と比較し、今年度の課題として、吉賀高校に通う魅力が伝えきれていないことが挙げられま

す。一方で、県外から入学を希望してくれる生徒が一定数いるのもまた事実です。支援室として、

魅力化コーディネーターの配置や公設塾「よしか塾 NEXT」の運営を通じて教育内容を充実させる

とともに、高校と一緒にその魅力が伝わるように尽力していきたいと考えています。

町内中３生徒の進路希望調査より吉高賀校支援室だより

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

【資料１】

問１. 進路希望調査 ( 昨年１２月に各

中学校で実施 ) の際に、吉賀高校を希

望校にしましたか。

【資料２】

問２. 吉賀高校を希望した理由

　　　(３つ選択）

【資料３】

問３. 吉賀高校を希望しなかった

　　　理由 (２つ選択 )
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触
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あ
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【火災通報訓練】

【
放
水
訓
練
】

町長コラム
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が
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島
根
県
の
最
高
峰
安
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吉
賀
町
立
図
書
館

≪図書館利用状況２月≫

●貸出総数　３２４１冊

●貸出人数　　４４７人

●来館者数　　５１５人

 [休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日

・４月２８日（日）

　夢花マラソンのため

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

今
月
の
本
の
紹
介

≪ベスト・リーダー！２月≫

　　　書　　　名　　　　　　著　　者　　

「星を編む」　　　　　　　　　凪良ゆう　著

「ツミデミック」　　　　　　　一穂ミチ　著

「ファラオの密室」　　　　　　白川尚史　著

「君が手にするはずだった黄金について」

　　　　　　　　　　　　　　小川　哲　著

「人間標本」　　　　　　　　　湊かなえ　著

図
書
室
だ
よ
り

　

春
だ
ね
。
き
れ
い
に
咲
い
た
桜
の
花
を
見
上
げ
る

と
、
心
ま
で
明
る
く
な
る
よ
う
な
・
・
・
。
そ
し
て

夜
空
に
ぼ
ん
や
り
と
も
や
が
か
す
ん
だ
よ
う
に
見
え

る
月
が
朧
月
（
お
ぼ
ろ
づ
き
）
。
４
月
の
季
語
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
「
朧
月
大
河
を
の
ぼ
る
御
船
か
な
」
（
与

謝
蕪
村
）
、
「
大
名
の
し
の
び
あ
り
き
や
朧
月
」(

正
岡

子
規)

な
ど
昔
の
歌
人
も
お
ぼ
ろ
月
の
風
情
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ふ
と
見
上
げ
た
夜
空
に
お
ぼ
ろ
月

が
見
え
た
ら
、
一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

県
立
図
書
館
の
本
を
更
新
し
ま
し
た
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより
町立図書館・柿木公民館

【
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ェ
ス
】

　

２
月
10
日
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ェ
ス
２
０
２
４
に
お
い

て
、
出
張
図
書
館
を
開
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
窓
口

を
設
け
、
日
頃
の
様
子
を
写
し
た
写
真
展
示
な
ど
も

し
て
、
来
場
者
に
図
書
館
の
紹
介
や
利
用
の
案
内
を

し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
簡
単
な
手
作
り
絵
本
も
用
意
し
、

来
場
者
に
製
作
を
勧
め
ま
し
た
。
親
子
で
ミ
ニ
絵
本

を
作
り
、
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
臨
時

の
窓
口
に
は
、
図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
方
が
本
を
探

し
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
図
書
館
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
最

後
に
来
場
者
の
方
か
ら
、
「
本
、
大
好
き　

あ
り
が

と
う
」
、
「
絵
本
作
れ
て
よ
か
っ
た
。

ナ
イ
ス　

ア
イ
デ
ア
」
な
ど
の
お

声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
親
し

ま
れ
る
図
書
館
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
展
示
】

　

今
年
も
「
本
屋
大
賞
」
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
早
速
、
図
書
館
で
も
展
示
し
ま
し
た
が
、

次
々
と
貸
出
に
な
り
、
今
回
も
な
か
な
か
の
好
評
で

す
。
い
つ
も
こ
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
は
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
受
付
前
や
児
童
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

面
白
い
テ
ー
マ
で
本
を
集
め
て
並
べ
て
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

  4 月
火

水
木

金
土
・
日

６
時
～
８
時
　
体
操
の
時
間

６
時
～
２
４
時

ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト

(１
時
間
お
き
）

ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト
終
了
後

６
・７
日

か
の
あ
し
安
全
安
心
だ
よ
り

２
０
・２
１
日
 

つ
わ
の
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト

９

０
０
  ニ
ュ
ー
ス・サ
ン
ネ
ッ
ト
 総
集
編
 

　
　
３
月
放
送
分

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  日
本
遺
産
さ
ん
ぽ

４
５
   気
仙
沼
め
っ
け

０
０
  「み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

　
　
を
も
っ
と
早
く
、大
き
くす
る
た
め
に！

基
調
講
演

安
保
 英
樹
 氏

「
農
薬
を
使
わ
な
い
カ
メ
ム
シ
退
治
を

 　
　
 　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
学
ぼ
う
」

千
葉
 康
伸
 氏

「
"畑
ま
る
ご
と
堆
肥
化
"を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

　　
　
２
０
２
４
年
２
月
１
４
日
収
録

　
　
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

０
０
  み
ん
な
で
ま
も
り
い
か
す

　
    津
和
野
町
の
町
並
み

　
津
和
野
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

　
保
存
地
区
選
定
10周

年
　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
2023年

12月
23日

収
録

　
　
津
和
野
町
役
場
津
和
野
庁
舎
増
築
棟

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

１０
０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

１
１

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

１
２

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
  藤
原
辰
史
氏
講
演
会

「
-世
界
の
暴
力
に
つ
い
て
-

　
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
日
本
」

　
2024

年
2
月
18
日
収
録

　
 青
原
小
学
校
体
育
館

０
０
  鷗
外
生
誕
記
念
講
演
会

　
　
鷗
外
と
俳
句

　
　
-『
小
倉
日
記
』
を
中
心
に
-

　
　
講
師
  北
九
州
市
立
文
学
館

　
　
  　
　
館
長
　
今
川
 英
子
  氏

　
　
2024年

1月
20日

収
録

　
　
森
鷗
外
記
念
館

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  日
本
遺
産
さ
ん
ぽ

４
５
   気
仙
沼
め
っ
け

０
０
  あ
い
こ
い
交
流
文
化
祭

　
町
内
１
０
の
個
人
・
団
体
に
よ
る

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
模
様
を
放
送

　
　
2024年

2月
25日

収
録

　
　
左
鐙
学
習
セ
ン
タ
ー

１
３

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

14

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  消
費
者
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
学
習
交
流
会

           『カ
モ
リ
ズ
ム
社
会
』を
生
き
抜
く

　
　
３
つ
の
方
法

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

１
５
時
  ～
 １
６
時
　
体
操
の
時
間

１
７
時
～
　
９
時
台
か
ら
の
番
組
を
リ
ピ
ー
ト
放
送

２
０
２
４

番
組

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

議
会
中
継
日
程
【
１
１
２
CH
 】

吉
賀
町
議
会
３
月
定
例
会

町
長
施
政
方
針
・
一
般
質
問（
再
放
送
）

４
月
１
日（
月
）～
４
日（
木
）

津
和
野
町
議
会
３
月
定
例
会

町
長
施
政
方
針
・
一
般
質
問（
再
放
送
）

４
月
８
日（
月
）～
１
１
日（
木
）

※
放
送
時
間
は
テ
レ
ビ
の
番
組
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
池
村
１
９
９
７
ー
１
　
開
庁
時
間
 平
日
８
：
３
０
～
１
７
：１
５（
土
日
祝
休
み
）
　
TEL 0856-74-2099    HP  https://sn-catv.jp/

サ
ン
ネ
ッ
ト
LINE公

式
ア
カ
ウ
ン
ト

番
組

情
報

な
ど

お
届

け
し

ま
す

！
 ぜ

ひ
友

達
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

！

生
中
継
【
１
１
１
CH
 】

津
和
野
 鷲
原
八
幡
宮
流
鏑
馬
神
事

４
月
７
日（
日
）１
０
：
３
０
～
　

鷲
原
八
幡
宮
の
馬
場
は
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
も
の
を
模
し
た
も
の
で

流
鏑
馬
の
馬
場
と
し
て
は
日
本
で
唯
一
現
存
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

鷲
原
八
幡
宮
春
の
大
祭
に
行
わ
れ
る

神
事
、奉
幣
、
馬
場
行
列
、
流
鏑
馬
午
前
の
部
、午
後
の
部
を

島
根
県
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
協
議
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
生
中
継
と
し
て
放
送

番
組
表
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

４
月
に
入
り
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

サ
ン
ネ
ッ
ト
に
ち
は
ら
で
は
 こ
れ
ま
で
以
上
に

様
々
な
番
組
を
放
送
出
来
る
よ
う

番
組
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

鹿
足
郡
内
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
は
も
ち
ろ
ん

島
根
県
内
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
制
作
し
た
番
組
等
も

充
実
の
内
容
で
お
送
り
し
て
い
き
ま
す
！

※
編
成
の
都
合
上
、
番
組
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
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　鹿足郡を中心に活動するサッカークラブ、鹿足ＳＳのＵ１１（５年生）が２月３～４日開催され

た第３５回島根県ユースサッカーＵ１１交流大会益田支部予選を１位通過し、島根県大会出場を決

めました。

　大会結果は下記のとおりです。県大会は３月９～１０日、出雲ドームで県下１２チームによるリー

グ戦、トーナメント戦が行われます。益田地域を代表して、県大会を戦いたいと思います。

益田支部予選リーグ

鹿足ＳＳ　１対０　吉田ＦＣ

鹿足ＳＳ　１対２　高津ＦＣ

予選２位通過

益田支部決勝トーナメント

準決勝　鹿足ＳＳ　０対０　ＰＳＶ益田（ＰＫ戦３－２）

決勝　　鹿足ＳＳ　１対０　ヨセフＦＣ

トピックス
話題・できごと・投稿

第３５回島根県ユースサッカーＵ１１交流大会

益田支部予選１位　島根県大会へ出場
（吉賀町サッカー連盟）

な
っ
て
い
る
三
本
足
の
「
八
咫
烏
」
で

す
。
記
紀
伝
承
に
よ
れ
ば
、
神
武
天
皇

の
東
征
の
折
、
紀
伊
国
熊
野
で
道
に
迷

わ
れ
た
時
、
天
皇
を
助
け
導
い
た
と
さ

れ
、
神
の
使
い
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
来

て
、
そ
ん
な
伝
説
を
も
と
に
勝
利
に
導

く
鳥
と
し
て
八
咫
烏
が
サ
ッ
カ
ー
協
会

に
採
用
さ
れ
た
と
の
事
で
す
。
別
面
、

声
や
体
の
色
か
ら
不
吉
な
鳥
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
事
も
事
実
で
す
。
そ
う
し

た
感
情
的
な
こ
と
か
ら
、「
嫌
で
す
」

の
答
え
と
な
る
よ
う
で
す
。
良
い
例
を

一
つ
、
美
し
い
言
い
ま
わ
し
と
し
て
、

黒
髪
の
美
し
さ
を
称
賛
す
る
言
葉
と
し

て
「
髪
は
か
ら
す
の
濡
れ
羽
色
」
が
あ

り
ま
す
。

　

色
々
と
言
わ
れ
「
好
き
、
嫌
い
」
と

意
見
が
分
か
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

を
機
会
に
少
し
で
も
烏
を
好
き
に
な
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

《
寄
稿
》

カ
ラ
ス
は
好
き
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

歌
手
、堀
内
孝
雄
さ
ん
の
歌
っ
た「
カ

ラ
ス
の
女
房
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

私
の
カ
ラ
オ
ケ
の
十
八
番
で
す
。
い
つ

も
私
は
歌
っ
た
後
に
、
同
席
し
て
い
る

人
に
「
カ
ラ
ス
好
き
で
す
か
？
」
と
必

ず
聞
き
ま
す
。
答
え
た
人
の
殆
ん
ど
が

「
嫌
で
す
」と
言
い
ま
す
。
何
故
か
…「
声

が
煩
い
、
ゴ
ミ
を
食
い
散
ら
か
す
、
時

に
は
人
を
襲
う
」
な
ど
な
ど
で
す
。
頭

も
い
い
鳥
で
す
。
で
は
な
ぜ
皆
さ
ん
が

嫌
が
る
鳥
が
歌
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
歌
詞
の
中
に
そ
の
答
え
が
あ
り
ま

す
。

　

要
約
す
れ
ば
こ
う
で
す
。
カ
ラ
ス
は

一
度
番
に
な
る
と
一
生
そ
の
ま
ま
で
い

る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
現
世
で
は
、

ど
う
し
て
も
一
緒
に
な
れ
な
か
っ
た
け

ど
、
生
ま
れ
替
わ
っ
て
来
世
で
は
必
ず

貴
方
と
暮
ら
し
た
い
…
あ
の
カ
ラ
ス
の

夫
婦
の
よ
う
に
な
り
た
い
…
そ
う
願
う

女
心
を
切
々
と
歌
う
楽
曲
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

カ
ラ
ス
と
言
え
ば
も
う
一
つ
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
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《
寄
稿
》

郷
里
回
顧
伝
11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
雅
夫

　

石
見
朝
倉
岩
淵
山
臨
済
宗
本
覚
寺
に

伝
承
す
る
「
河
子
湿
布
」
は
、通
称
「
エ

ン
コ
ウ
」
の
手
形
と
し
て
今
を
去
る
。

凡
そ
百
五
十
年
前
の
元
禄
年
間
初
当
よ

り
現
在
に
伝
授
す
。

　

筆
者
の
師
匠
共
々
五
十
有
余
年
前
解

読
を
試
み
る
。
御
当
地
は
元
々
蓼
野
川

よ
り
源
を
発
し
流
れ
出
ず
る
此
の
河
川

に
於
け
る
漁
業
権
を
巡
り
藩
民
が
競
っ

た
地
元
市
井
民
衆
も
加
わ
り
し
争
奪
紛

争
を
當
寺
四
世
仁
捜
硯
大
和
尚
が
仲
裁

に
関
与
方
や
「
エ
ン
コ
ウ
」
に
見
立
て

互
い
相
方
の
川
魚
を
得
る
為
の
川
境
界

を
臨
機
応
変
に
定
め
治
め
置
き
し
も
の

で
あ
る
。

　

此
の
文
書
か
ら
観
取
考
察
さ
る
る
は

当
地
方
に
於
い
て
も
江
戸
中
期
に
す
で

に
川
魚
方
で
長
網
使
用
漁
獲
方
法
施
行

確
立
が
寧
ろ
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
ま

た
、
此
の
「
エ
ン
コ
ウ
」
に
つ
い
て
次

項
の
様
な
逸
話
が
残
存
す
。

　

此
れ
は
あ
る
日
仁
捜
硯
和
尚
が
當
寺

の
下
端
の
川
原
へ
飼
い
馬
に
生
い
茂
る

夏
草
を
食
べ
さ
す
る
為
、
連
れ
て
出
て

手
綱
を
結
び
付
け
ず
放
置
し
寺
に
帰
省

す
。

　

す
る
と
川
底
よ
り「
ニ
ョ
コ
ニ
ョ
コ
」

《
寄
稿
》

戦
時
下
の
国
民
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

昭
和
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
国
民

学
校
令
が
施
行
さ
れ
、
皇
国
錬
成
の

新
し
い
ペ
ー
ジ
が
繰
り
広
が
り
昭
和

九
年
生
ま
れ
～
十
年
三
月
二
十
五
日

（
千
九
百
三
十
五
年
）
早
生
ま
れ
の
私
、

学
校
の
門
を
潜
っ
て
も
一
番
小
さ
い
。

制
服
な
し
、
袖
な
し
の
エ
プ
ロ
ン
、
前

後
に
長
い
紐
の
つ
い
た
「
ハ
ー
レ
ム
パ

ン
ツ
」
（
モ
ン
ペ
の
こ
と
）。
結
び
方
も

分
か
ら
な
い
。
親
に
教
え
て
貰
い
ト
イ

レ
で
用
を
足
す
。
ト
イ
レ
と
は
言
え
ど
、

ヒ
ュ
ー
ム
管
を
長
く
し
て
見
た
こ
と
な

し
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
に
大
き
な
牡
丹
の
花
の

模
様
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
食
料
は

田
舎
な
の
で
自
給
自
足
で
特
に
違
和
感

な
し
。
戦
争
の
激
し
く
な
っ
た
時
期
は

男
は
戦
争
に
行
き
、
女
性
は
か
り
の
三

ち
ゃ
ん
農
業
、
子
ど
も
は
勤
労
奉
仕
、

薩
摩
芋
を
植
え
る
よ
り
高
津
川
で
は
い

な
い
木
部
谷
の
浅
瀬
で
「
ギ
ギ
ュ
ウ
」

と
い
っ
て
「
セ
イ
サ
ク
」
に
似
た
魚
、

触
る
と
刺
さ
れ
、
痛
い
痛
い
魚
を
捕
る

方
が
面
白
い
。
又
其
の
頃
で
も
い
じ
め

が
あ
っ
た
。
稲
刈
り
で
下
級
生
の
弱
い

人
の
懐
に
蛇
を
入
れ
る
の
を
チ
ラ
ッ
と

見
え
た
が
、
驚
く
ば
か
り
。

　

国
鉄
バ
ス
と
言
え
ば
「
コ
ロ
ン
ビ
ア

ロ
ー
ズ
」
の
歌
を
思
い
出
す
。
早
朝
よ

り
大
き
な
ボ
ン
ネ
ッ
ト
付
き
で
木
を
蒸

し
焼
い
て
熱
を
出
す
。
送
風
の
音
が
頭

の
片
隅
の
何
処
か
で
残
っ
て
い
る
。

　

小
さ
い
私
に
何
処
に
隠
れ
て
い
る
の

か
雄
の
鶏
が
背
後
か
ら
頭
に
上
り
、
噛

ま
れ
る
の
が
怖
い
か
ら
わ
ざ
と
遠
く
へ

迂
回
し
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
史
を
み
て
も
出
て
こ
な
い
、
藁

半
紙
の
表
紙
も
な
く
手
帳
一
冊
分
天
皇

陛
下
の
御
名
勅
語
で「
朕
」何
々
と
言
っ

て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
を
全
部
暗
記
す

る
の
が
至
難
の
業
で
し
た
。

（
中
略
）

　

三
年
前
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で

の
出
来
事
。
中
学
生
十
人
の
「
ス

コ
ッ
プ
」
三
味
線
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
、
生
徒
の
十
人
が
勉
強
が
嫌

い
、
学
校
が
嫌
い
と
。
言
葉
で
「
ク

ラ
ー
ク
博
士
」
の
「
B
o
y
s 
b
e 

a
m
b
i
t
i
o
u
s
（
少
年
よ
大
志

を
抱
け
）」
と
口
に
出
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

ちょうみんひろば

と
此
の
エ
ン
コ
ウ
が
出
没
、
そ
し
て
此

の
馬
に
着
い
て
い
る
手
綱
を
自
分
か
ら

の
手
首
に
巻
き
着
け
、
硬
く
結
び
川
淵

へ
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
。
そ
の
時
、

馬
が
驚
き
そ
の
馬
力
で
お
寺
の
庭
に
引

き
ず
ら
れ
此
れ
を
見
た
和
尚
は
直
ち
に

庭
の
一
本
の
松
の
木
に
此
の
エ
ン
コ
ウ

を
し
ば
り
着
け
た
。
そ
し
て
エ
ン
コ
ウ

に
「
お
前
、
こ
の
馬
を
取
っ
て
食
べ
よ

う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
此
の
様
な
悪

事
は
二
度
と
す
る
な
よ
」
と
云
ふ
と
エ

ン
コ
ウ
は
「
ハ
イ
ハ
イ
、
良
く
解
り
ま

し
た
。
此
の
様
な
事
は
二
度
と
致
し
ま

せ
ん
」
と
云
ふ
の
で
そ
れ
で
は
そ
の
証

と
し
て
此
の
「
河
子
湿
布
」
の
末
尾
に

お
前
の
手
形
を
印
と
し
て
押
せ
。
そ
れ

で
許
そ
う
と
云
ふ
事
に
な
り
其
の
押
し

た
四
本
指
の
エ
ン
コ
ウ
の
手
形
が
文
面

共
々
に
残
存
す
。
よ
っ
て
其
の
時
分
エ

ン
コ
ウ
を
つ
な
い
だ
松
の
木
を
「
エ
ン

コ
ウ
松
」と
し
て
語
り
継
が
れ
つ
つ
も
、

経
年
自
然
条
件
風
雪
に
妙
え
凌
ぐ
が
遂

に
昭
和
三
十
八
年
の
大
豪
雪
に
よ
り
脆

く
も
崩
れ
落
ち
た
。
現
今
は
寺
院
も
無

く
門
跡
と
し
て
應
時
を
忍
ぶ
に
至
れ
り

の
み
。

　

折
に
ふ
れ
訪
れ
み
れ
ば
早
春
梅
花
周

辺
で
時
折
頬
白
が
間
々「
チ
ッ
チ
ッ
チ
」

と
鳴
い
て
い
た
在
り
し
、
麗
ら
か
な
る

春
日
落
日
の
影
を
落
と
し
つ
つ
…
。
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ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

少
子
化
で
各
地
学
校
協
議
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上 

武
史

掻
き
過
ぎ
て
赤
く
成
っ
た
か
猿
の
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村 

菊
夫

浅
知
恵
に
知
っ
た
か
ぶ
り
し
恥
を
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上 

健
二

書
く
こ
と
は
好
き
だ
け
ど
恥
も
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永 

藤
子

文
も
名
も
自
書
の
賀
状
に
頭
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村 

民
子

書
か
れ
て
る
文
字
読
み
ず
ら
く
メ
ガ
ネ
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

幼
子
の
一
気
に
書
い
た
ク
レ
ヨ
ン
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

手
足
よ
り
口
が
歩
い
て
恥
を
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

五
十
肩
背
中
も
か
け
ぬ
も
ど
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

裏
金
は
説
明
出
来
ぬ
使
途
不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
短
歌
》

過
ぎ
末
の
苦
労
は
言
わ
ず
九
十
路
身

　
　

森
羅
万
象
で
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

吉
賀
町
に
め
ざ
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　

そ
の
情
熱
と　

共
に
生
き
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　

常
代

暮
れ
な
ず
む
峰
々
の
奥
入
日
射
し

　
　

独
座
紅
葉
に
照
る
大
岡
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

金
の
成
る
木
花
満
開
の
大
つ
ご
も
り

　
　

本
領
発
揮
に
込
め
る
柏
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

む
ら
さ
き
の
山
の
裾
野
に
残
り
た
る

　
　

白
き
雪
に
ぞ
君
ぞ
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
２
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

土
田　

明
子　

さ
ん　
　

83
歳　
　

立
河
内

植
田　

克
実　

さ
ん　
　

74
歳　
　

蓼
野

齋
藤　

洋
子　

さ
ん　
　

88
歳　
　

椛
谷

田
中　

富
男　

さ
ん　
　

80
歳　
　

真
田

小
田　

篤　
　

さ
ん　
　

85
歳　
　

真
田

谷
本　

文
男　

さ
ん　
　

81
歳　
　

六
日
市

前
田　

頼
子　

さ
ん　
　

72
歳　
　

木
部
谷

中
村　

徳
市　

さ
ん　
　

76
歳　
　

真
田

本
廣　

キ
ヨ
コ
さ
ん　
　

87
歳　
　

上
高
尻

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と

お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し

て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常

用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま

記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ

な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く

だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ

ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た

だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

《
俳
句
》

花
舗
な
れ
や
霜
焼
け
の
手
は
し
か
た
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

変
わ
り
な
く
お
顔
の
光
る
内
裏
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

紅
梅
や
父
の
書
斎
に
香
さ
さ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

早
春
や
「
せ
ん
せ
あ
そ
ぼ
」
と
図
書
室
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

窓
を
拭
き
春
の
光
を
頂
戴
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

お
だ
や
か
な
人
と
の
出
合
い
枇
杷
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

に
わ
と
り
の
音
た
て
食
み
し
春
玉
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

で
き
る
こ
と
な
い
の
だ
ろ
う
か
葱
刻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

愛
宕
山　

苔
を
し
と
ね
に
落
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

も
う
咲
い
た
一
際
目
立
つ
河
津
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

シ
ク
ラ
メ
ン
日
向
に
置
く
や
初
蝶
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

霜
の
朝
や
ハ
チ
マ
キ
白
才
凛
と
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
　 

（
２
月
届
出
）

甲
本　

睦
翔
（
り
く
と
）
さ
ん　

（
六
日
市
）

　
　
　

敏
啓
・
香
穂
さ
ん
の
子

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
３
月
号
№
２
２
１
の
中
で

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
３
頁
表
彰
章
第
二
分
団
三
部

・
松
前
さ
ん
の
お
名
前

　

正
：
松
前　

克
弥

　

誤
：
松
浦　

克
弥
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